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結果と考察

● 「アスタキサンチン」は鮭やエビ、カニなど魚介類に含まれるカロテノイドで
あり、抗酸化/抗炎症作用などの様々な生理作用が知られている。
(Hussein et al.,20０６)。

● 「アスタキサンチン」は脳血液関門を通過し(Manabe et al., 2018)、in vitroで  
中枢神経系の大脳皮質ニューロン電位依存性Ca(Caｖ)チャネルの抑制
により、濃度依存的に伝達物質グルタミン酸の分泌阻害が証明されている
(Li et al., 2010)。

● またコンピュータ構造解析で「アスタキサンチン」は侵害受容伝達に深くかか
わるNMDA受容体のNRBタンパクの機能阻害効果が明らかとなっている
(Sharma et al., 2018)。

● 現在まで口腔顔面領域を支配し、疼痛伝達に関わる三叉神経節ニューロン
から三叉神経脊髄路尾側亜核広作動域（SｐVc WDR）ニューロンへの伝達
物質はグルタミン酸であることが知られている(Takehana et al., 2017)。

＜結論＞

★ 全身性に投与された「アスタキサンチン」が脳血液関門を通過し、
SpVc領域の興奮伝達において、「アスタキサンチン」がCaVに

抑制性に働きシナプス前抑制機序を増強およびシナプス後膜の

グルタミン酸受容体を阻害して疼痛伝達を抑制する可能性を示唆
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